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トカマクプラズマによる高性能定常運転を実現する上で、外部MHDモードの安定性は重要

な問題であることが実験的に指摘されている。近年特に注目されている外部モードは、定常

運転のβ限界を決定する要因の一つと考えられる抵抗性壁モード(RWM)というトロイダルモ

ード数 n の小さいものと、peeling-ballooning モードというプラズマ周辺部に局在して表

れる n の大きいもの(プラズマ周辺領域の輸送現象に深く関係していると考えられるエッジ

ローカライズモード(ELMs)の原因の1つと考えられる)の２つがある。 

本研究ではこのような外部モードの線形安定性解析を高速かつ正確に行うことのできる

解析モデルの構築および数値コードの開発を行ってきた。その成果としてこれまでに、2次

元Newcomb方程式を用いた数値解析モデルの構築、およびそのモデルに基づいた数値コード

の開発を行った[1]。またこの解析モデルを応用することで実現する''安定性行列を用いた

2次形式に基づいた外部MHD モードの安定性解析''を行うことで、RWM の原因である理想外

部キンクモードの性質を詳細に解析した[2]。さらに、もう1つの課題であるnの大きい外

部MHDモードの安定性解析を実現するために解析モデルおよび数値コードの拡張を行った。 

今回の発表では、上記の線形解析を実現する数値解析モデルについての紹介と、このモデ

ルに基づいた成果のうち特に n の大きい外部モードの解析を実現するために行った解析モ

デルの拡張に関する詳細、および解析を行った例を紹介する。 
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